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人口の動き

2月 1日現在 前月比

計

数
口

男

女

帯

人

世

6 4.4 7 1 + 68 
3 1.0 6 1 + 32 
3 3.4 1 0 + 36 
1 7.8 5 8 十 g
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柴田町長ほか26名来訪

「大村市を訪ねる北九州の旅」で3月5日、柴田角

館町長(秋田県仙北郡)ほか26名が、大村市を訪れま

しTこ。

同町は成辰の役(今か ら数えて 111年前)時lζ、

秋田藩 (官軍〉を救援に向かうため、大村藩兵が出征

した町で、特に少年鼓手・ 浜田謹吾少年ほか藩士が刈

和野で戦死した際、同町の常光院に葬られている縁が

あり、乙の旅行を機lζ謹吾少年の霊を杷る旧円融寺な

どを見て歩きました。

なお、同町との妹姉都市提携も考えられています。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/秘書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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(2) りおおむ

成

辰

の

役 {

番

隊

鼓

手
J王王
仁3

少

年

を

訪

ね

て

浜

田

謹…田
謹
吾
少
年
が
秋
田
の
戦
場
に
赴

二
葉
よ
り
手
く
れ
水
く
れ
待
つ
日

一
く
時
に
、

母
が
詠
ん
だ
も
の
で
す

一
花
の
君
が
御
為
に
咲
け
や
乙
の
時
日

慶
応
四
年
、
秋
田
よ
り
出
兵
の

郷
土
が
生
ん
だ
勤
王
の
志
士
浜

要

請
が
あ
り
、

奥
州
北
伐
隊
を
編
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成
し
板
敷
波

止
場

(現
在

の
大
村
城
跡

玖
島
崎
新
蔵
)

か
ら
舟
で
出

陣
伊
木
力
時

津
を
通
っ
て

長
崎
に
集
結

大
村
選

・
平
戸
藩

・
島
原
藩
が
合

流
し
長
崎
港
か
ら
同
年
八
月
七
日

英
国
船
ヒ
l
ロ
ン
号
に
乗
船
し
秋

田
に
向

っ
た
。

一
慶
応
四
年
大
村
隊
が
舟
出
し
た
板

一

↑
|
一
敷
波
止
場

(現
在
の
玖
島
崎
新
蔵

一

一
波
止
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菩
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ほ
か
の
皆
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遠
く
奥
州
の
地
に
眠
る

大
村
藩
兵
士
と
角
館
町

(
秋
田
県
仙
北
郡
角
館
町
)

角
館
町
は
、
今
か
ら
三
百
五
十

年
前
の
元
和
六
年
に
秋
田
の
佐
竹

氏
と
常
陸
か
ら
転
封
さ
れ
た
芦
名

義
勝
氏
が
乙
乙
に
居
を
定
め
原
野

だ
っ
た
場
所
に
つ
く
ら
れ
た
町
で

りお おむ(3) 

す
。南

北
に
長

い
地
形
を
利

用
し
、
東
に

花
場
山
、
西

に
桧
木
内
川

に
か
こ
ま
れ

町
全
体
が
文

化
財
に
埋
も

れ
た
よ
う
な

古
い
歴
史
を

物
語
る
町
で

す。

慶
応
四
年
、

成
辰
の
役
で
戦
死

し
た
大
村
藩
の
兵
士
七
名
が
、

常

光
院

(村
野
孝
和
住
職
)
の
境
内

に
杷
ら
れ、

手
厚
く
保
護
さ
れ
て

い
る
ゆ
か
り
の
地
で
す
。

一
職

一

住

一

一
和

一

一
孝

一

為

一
野

一

一ャペ
何

一

-

旦
忌

一

一
全

一

一
堂

一

一
本

一

院

一

「
光

一

一
常

↑

戸

|

|
トし

l

↑」
角
館
町
常
光
院
境
内
に
杷
ら
れ
て
い
る
大

一

村
藩
士
墓
碑
並
び
に
浜
田
謹
吾
少
年
の
母

一

が
詠
ん
だ
歌
碑

一

↑
|
一
秋
田
魁
新
報
社
に
よ
る
報
道
な
ど

一

↓
 

一

浜
田
謹
吾
少
年
が
二
番
隊
鼓
手
と
し
て
戦
じ
ん
で

一

一

打
鳴
ら
し
兵
士
の
士
気
を
鼓
舞
し
た
太
鼓
の
パ
チ

一

一

と
収
納
袋
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ーノ

ぐ一交通事故に ¥ 

注意しましょうーノ

今
年
に
な
っ
て
か
ら
市
内
の
交

通
事
故
が
非
常
に
増
加
し
て
い
ま

す。
事
故
の
種
類
で
は
、
追
突

・
出

合
頭
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
適
当

な
車
間
距
離
・
一
時
停
止
を
守
っ

て
い
れ
ば
、
心
ず
防
げ
た
事
例
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
行
楽
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
ま
す
が
、
新
学
期
と

一

統

一

地

方

選

挙

迫

る

一

一
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
投
票
日
一

一

4
月

8
日

(

日

)

一

一
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
投
票
日
一

一

4
月

辺

日

(

日

)

一

ス、ン楽行の春※ 

重
な

っ
て
例
年
交
通
事
故
が
増
加

す
る
時
期
で
す
。

子
供
と
老
人
・
自
転
車
利
用
者

の
事
故
防
止
、
飲
酒

・
暴
走
運
転

の
絶
滅
を
市
民
総
ぐ
る
み
で
徹
底

'
し
ま
?
し
ょ
・
っ
。

自

転

車

を

正

し

く

安

全

に

乗

ろ

う

す。
合
図
な
し
に
急
に
道
路
に
飛
び

出
し
た
り
、

斜
め
横
断
や
U
タ
ー

ン
な
ど
、

自
転
車
の
交
通
ル

i
ル

違
反
が
原
因
で
の
死
傷
事
故
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
、
正
し
い
自
転

車
の
乗
り
方
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ

・っ。

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

わ

た

り

方

ま
ず
、
青
信
号
で
向
乙
う
側
の

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

ー

信
号
機
の
な
い
と
き
|

角
ま
で
ま
っ
す
ぐ
進
み
、
停
止
の

合
図
を
し
て
、

い
っ

允

ん

止

ま

り

早

自

に

右
折
の
合
図
を
し
て
か

ま
す
。
降
り
て
自
転
車
の
向
き
を
ら
交
差
点
の
向
乙
う
側
ま
で
ま
っ

右
に
変
え
、
正
面
の
信
号
が
青
に

す
ぐ
進
み
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し

い
れ

f

d
今
沖
合
い

u
y
b
'

て

か

ら

メ

グ

二

J
A

右
の
安

rr
件
九
七
時
戸

日付
問
一
ι
、f

uパ
ヴ

/nA
M
U

い

日

弓

l
J一
寸

だ

さ

い

だ

さ

い

街

頭

指

導

を

実

施

…

η
・
7
M
m
が

整

備

不

良

大
村
警
察
署
で
は
二
月
二
十
日

自
転
車
軽
自
動
車
商
組
合
大
村
支

部

(
木
村
隆
義
支
部
長
)
な
ど
の

協
力
を
得
て
、
市
内
九
カ
所
で
街

頭
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
十
二
月
の
道
路

交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、
自
転
車

の
通
行
方
法
の
変
更
や
整
備
基
準

が
設
け
ら
れ
た
こ
と
や
、
ま
た
盗

難
防
止
の
登
録
指
導
の
た
め
に
行

っ
た
も
の
で
す
が
、
乙
の
結
果
、

総
数
五
百
七
十
六
台
の
内
、
七
十

三
台
(
一
二
・

七
労
〉
が
整
備
不

良
車
で
し
た
。

特
に
、
ブ
レ
ー
キ
の
整
備
不
良

後
方
反
射
器
材
の
不
良
、
ま
た
、

防
犯
登
録
の
な
い
自
転
車
が
目
立

ウ
て
い
ま
し
た
。

自
転
車
の
制
動
装
置
は、

毎
時

十
M
走
行
中
三
回
以
内
で
停
止
で

き
る
も
の
、
反
射
器
材
は
、

夜
間

後
方
百
仇
の
距
離
か
ら
確
認
で
き

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

防
犯
登
録
は、

登
録
証
に
よ
り

盗
も
う
と
す
る
相
手
の
気
持
を
抑

え
る
効
果
が
あ
り
、

仮
に
盗
ま
れ

た
場
合
で
も
手
配
が
正
確
に
で
き

ま
す
。防

犯
登
録
(
手
数
料
二
百
円
)

は
、
お
近
く
の
自
転
車
居
へ
ど
う

ぞ
。

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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りおおむ市政だより(5) 

※ 

下
水
道

街
の
顔
で
す

心
で
す

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

国

民

年

金

保

料

険

は

納
付
期
限
ま
で
に

悶
民
年
金
の
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

老
齢
年
金
や
母
子
・
障
害
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
乙
と
に
な
る
と

大
変
で
す
。

第
四
期
分
こ
月

t
三
月
)
の

保
険
料
の
納
付
期
限
は
三
月
三
十

一
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
第
三

期
分
ま
で
に
つ
い
て
も
納
め
忘
れ

は
な
い
か
、
も
う
一
度
確
か
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
保
険
料
を
納
付
期
限
ま

で
に
納
め
て
い
な
い
と
、
万
て

ケ
ガ
を
し
た
り
、
死
亡
し
た
と
き

な
ど
で
も
障
害
年
金
や
母
子
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

事
故
に
遭

っ
て
か
ら
保
険
料
を

納
め
た
の
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん

wa:コ 説話配布;
電量f̂iU唱 量i 量UJ ，;~酌 {

)ぺ主語事7 ; 
( 新病院が完成 1 

8 一般公開します { 

え 日しのに公日完た築 t
rで 午午十時までな開程成市し乙う
i後後八 すおりすでし立て 2t

五 一日三。知まる一、病い九
(時時 月 ら しこ般次院まび〉

ま t 二 せたとにのがし改 三

ま
た
、
未
納
の
ま

ま
に
し
て
い
る
と
、

お
年
寄
り
に
な
ら
れ

で
も
老
齢
年
金
の
支

給
を
受
け
ら
れ
な
い

と
い
う
乙
と
が
あ
り

ま
す
。周

囲
の
人
た
ち
は

年
金
を
長
け
て
い
る

の
に
、
自
分
だ
け
年

金
が
な
い
と
い
う
悲

し
い
乙
と
に
な
る
と
大
変
で
す
。

そ
の
時
に
な
っ
て
か
ら
で
は
間

に
合
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
乙
と
が
な
い
よ
う

保
険
料
は
必
ず
納
付
期
限
ま
で
に

納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
へ

の相談は

どうぞ

各地区農協支所長さん

または農業委員さんへ

農家の花嫁(婿〉

一国
保
相
談

ご

存

じ

わ
た
し
た
ち
と
国
保

家
族
の
誰
か
が
病
気
を
し
て

入
院
し
た
り
、
思
わ
ぬ
事
故
で

ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
も
し
、
健

康
保
険
が
な
か
っ
た
ら
ど
う
な

る
で
し
ょ
う
。

多
額
の
医
療
費
の
負
担
で
家

族
み
ん
な
が
苦
し
み
、
生
活
の

歯
車
が
す
っ
か
り
狂

っ
て
し
ま

い
、
肉
体
的
、
精
神
的
苦
痛
だ

け
で
な
く
、
経
済
的
苦
痛
ま
で

を
も
背
負
い
込
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
乙
と
の
な
い
よ

う
に
し
よ
う
と
い
う
乙
と
か
ら

生
ま
れ
た
の
が
「
国
民
皆
保
険
」

と
い
う
制
度
で
す
。

乙
の
制
度
は
、
ふ
だ
ん
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
に
応
じ
て
お

金
を
出
し
合
い
、
病
気
や
ケ
ガ

に
あ
っ
た
と
き
の
医
療
費
に
あ

て
よ
う
と
い
う
、
相
扶
共
済
を で

す

か

目
的
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま

す。
わ
た
し
た
ち
が
、
健
康
で
明

る
い
生
活
を
送
る
た
め
に
大
切

な
制
度
で
、
私
た
ち
の
く
ら
し

に
深
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。

よ
く
、
健
康
は
病
気
に
な
っ

て
は
じ
め
て
そ
の
大
切
さ
が
分

る
と
言
わ
れ
ま
す
。

健
康
保
険
も
こ
れ
に
通
じ
る

も
の
が
あ
り
、
『
元
気
だ
か
ら

病
気
に
な
ん
ぞ
な
ら
な
い
」
、

「
保
険
税
を
払
う
の
は
損
だ
」

と
い
う
考
え
の
人
が
い
る
と
し

た
ら
、
そ
れ
は
大
き
な
考
え
違

い
を
し
て
い
る
乙
と
に
な
り
ま

す。
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民踊や歌謡ショー

“' ~ 

っ
て
く
る
乙
と
。
賞
品
を
多
数

準
備
し
て
い
ま
す
。

@
四
月
七
日
(
土
)

民
踊
団
体
出
演
、
歌
謡
シ
ョ

l

(
大
村
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
、

正
午
か
ら
)

@
四
月
八
日
(
日
)

民
煽
団
体
出
演
、
歌
謡
シ
ョ

l

(
大
村
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
、

正
午
か
ら
)

@
四
月
十
五
日
(
日
)

撮
影
会
(
大
村
公
園
の
噴
水
の

と
こ
ろ
に
午
前
十
時
ま
で
に
集

合
)
小
雨
決
行
(
モ
デ
ル
撮
影

会
は
午
前
十
時
J
午
後
三
時
ま

で
)

新
し
い
時
ミ
リ
映
画

フ
ィ
ル
ム
を
貸
出
し
ま
す

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

新
し
い
フ
ィ
ル
ム
が
は
い
り
ま

し
た
。「

四
ミ
リ
映
写
機
操
作
認
定
証
」

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
各
団
体
の
方

に
、
フ
ィ
ル
ム
・
映
写
機
を
無
料

納
税
手
続
に
混
乱
を
生
じ
ま
一

一

…

県

税

だ

よ

り

…

す

。

一

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
確
実
一

一

廃

車

、

譲

渡

な

ど

の

際

は

届

出

を

に

登

録

し

ま

し

ょ

う

。

一
。
登
録
手
続
に
つ
い
て
は
、
直
-

一
@
自
動
車
税
は
毎
年
四
月
一
日
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
陸
運
接
陸
運
事
務
所
か
、
自
家
用
一

一
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
事
務
所
に
そ
の
旨
登
録
手
続
自
動
車
協
会
へ
ご
相
談
下
さ
一

一

ま

す

。

を

し

な

い

と

、

自

動

車

税

が

い

。

一
@
自
動
車
を
廃
車
し
た
り
、
他
五
十
四
年
度
も
引
続
き
課
税
。
大
村
地
区
自
家
用
自
動
車
協
一

一

に

譲

渡

し

た

り

、

ま

た

は

住

さ

れ

た

り

納

税

通

知

書

が

会

松

並

二

丁

目

八

八

五

一

一

所

の

変

更

を

さ

れ

た

人

は

、

旧

住

所

に

送

ら

れ

た

り

し

て

雷

②

|

一

一

九

七

一

一

『
d
e
}

み
』

v" 

春
う
ら
ら
か
な
大
村
公
園
で
、

花
ま
つ
り
行
事
と
し
て
次
の
催
し

を
行
い
ま
す
。

@
四
月
一
日
(
日
)

子
供
ス
ケ
ッ
チ
大
会
(
大
村
公

圏
内
の
噴
水
の
と
こ
ろ
に
午
前

十
時
ま
で
に
集
合
)
小
雨
決
行

幼
児
、
小
、
中
学
生
が
対
象
で

画
用
紙
、
参
加
賞
を
全
員
に
差

し
上
げ
ま
す
。
道
具
は
各
自
持

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

で
貸
出
し
て
い
ま
す
の
で
大
切
に

ど
活
用
下
さ
い
。
た
だ
し
営
利
的

な
場
合
は
除
き
ま
す
。

-
お
か
あ
さ
ん
ち
ょ
っ
と
待
っ
て

|
母
と
子
の
人
間
関
係

i
(家

庭
教
育
)

-
竹
と
ん
ぼ
の
空
!
と
も
だ
ち
|

(
学
校
、
家
庭
教
育
)

・
相
手
の
身
に
な
っ
て
|
生
活
の

中
の
人
間
関
係

l
(市
民
教
育
)

・
心
に
咲
く
花
(
小
学
生

t
成
人

ま
で
)

-
花
さ
き
山
(
小
学
生
)

・
鶴
の
恩
返
し
(
幼
児
)

・
文
福
茶
釜
(
幼
児
)

※
詳
し
く
は
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

l

(
雷
②
|
二
四
六
九
リ
へ

…oM協
同
協
私一

桜
も
ち
一

お
菓
子
屋
さ
ん
の
庖
さ
き
に
る
庖
も
あ
り
ま
す
が
、
桜
の
シ

「
桜
も
ち
」
と
書
い
た
紙
が
張

l
ズ
ン
が
中
心
と
い
う
と
乙
ろ
川

v

り
出
さ
れ
る
と
、
あ
あ
春
、
だ
な
が
多
い
よ
う
で
す
。
だ
が
、
桜
H

山
と
心
楽
し
く
な
り
ま
す
。
食
べ
も
ち
に
使
う
葉
は
、
実
は
前
の

v

-
一
も
の
の
季
節
感
が
失
わ
れ
て
い
年
の
も
の
。

九
く
な
か
で
「
桜
も
ち
」
や
「
草
桜
も
ち
用
の
塩
漬
け
に
し
た
J

U

も
ち
」
に
は
ま
だ
そ
れ
が
残
っ
桜
の
葉
は
、
南
伊
豆
産
の
も
の
-

V

て

い

る

か

ら

で

す

。

が

多

い

そ

う

で

す

。

桜
も
ち
の
起
源
で
す
が
、
も
も
と
は
山
の
桜
の
木
か
ら
つ

山
の
の
本
に
よ
る
と
、
↑
七
一
七
み
と
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今

U

年
(
亨
は
桜
も
ち
用
に
畑
に
植
え
た
桜
山

i
t
AW堅
一
保
二
年
の
木
の
葉
を
、
五
月
か
ら
八
月
)

'
KU
泊
三
に
江
ご
ろ
に
か
け
て
つ
み
、
通
称

-咽

ノA
V
-

人

i
l
L
P

二
む
ζ

う

じ

ま

~

為

M
M
J!ぷ
~
戸
向
島
タ
四
斗
だ
る
タ
と
呼
ば
れ
る
大
だ
い

~
〆

/
一
¥態
円
〓

k

の
あ
る
る
に
漬
け
込
み
、
秋
か
ら
冬
に
川

一
正

九¥0
0

寺
男
が
か
け
て
出
荷
し
ま
す
。
す
し
の
一

考
案
し
笹
の
葉
な
ど
は
、
今
は
ビ
ニ

I
H
-

-
.
て
売
り
出
し
た
と
あ
り
ま
す
。
ル
製
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
桜
円

ひ
と
く
ち
に
桜
も
ち
と
い
つ
も
ち
ば
か
り
は
、
独
特
の
香
が
山

口
て
も
所
か
わ
れ
ば
品
変
わ
る
で
身
上
だ
か
ら
、
ビ
ニ
ー
ル
で
は
-

J

ピ
ン
ク
の
焼
き
皮
で
あ
ん
を
巻
だ
め
。
「
桜
も
ち
は
葉
っ
ぱ
ど
~

ρ

き
、
そ
れ
を
桜
の
葉
一
枚
で
は
と
食
べ
る
の
が
ツ
ウ
だ
」
と
い

V

凡
さ
ん
だ
も
の
も
あ
る
し
、
桜
の
き
が
る
ご
仁
も
い
ま
す
。

k

名
所
吉
野
山
の
は
、
焼
き
皮
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
花
見
酒
は
-

V

な
く
、
も
ち
の
中
に
あ
ん
が
入
ど
法
度
。
花
見
酒
の
か
わ
り
に
へ

っ

て

い

ま

す

。

桜

も

ち

で

気

分

を

出

す

の

は

い

桜

も

ち

は

、

年

中

売

っ

て

い

か

が

|

|

|

。

い

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に



※
市
政
だ
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

安
い
掛
金

1
4
8
0円
(
1
口
)

昭和54年 3月15日
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一
市
民
交
通
傷
害
保
険
受
付
中
一

大
き
な
保
障
日
最
高

1
6
0万
円

(
2
口
の
場
合
)

市
民
交
通
傷
害
保
険
の
保
険
金

請
求
者
の
事
故
内
訳
を
み
ま
す
と

老
人
・
女
性
・
子
ど
も
さ
ん
の
自

転
車
、
バ
イ
ク
な
ど
に
よ
る
接
融

転
倒
事
故
が
非
常
に
目
立
っ
て
い

ま
す
。家

族
そ
ろ
っ
て
市
民
交
通
傷
害

保
険
に
加
入
し
、
不
慮
の
交
通
事

故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

①
申
込
用
紙
は
H
町
内
会
を
通
じ

て
各
世
帯
へ
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

市
生
活
環
境
課
、
ま
た
は
各
出
張

所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
加
入
で
き
る
人
は
H

市
内
に
住

所
の
あ
る
人
、
及
び
市
内
に
通
勤

通
学
し
て
い
る
人
は
ど
な
た
で
も

加
入
で
き
ま
す
。

③
掛
金
は
日
一
口
四
百
八
十
円
で

五
月
以
降
の
中
途
申
し
込
み
は
一

口
の
場
合
、
月
割
四
十
円
で
す
。

④
保
険
金
は
こ
ん
な
時
に
支
払
わ

りおおむ市政だより{7) 

れ
ま
す
H

自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自

転
車
、
リ
ヤ
カ
ー
、
電
車
、
汽
車

パ
ス
な
ど
に
乗
っ
て
い
て
事
故
に

あ
っ
た
り
、
ま
た
、
歩
い
て
い
て

こ
れ
ら
の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り

し
た
事
故
の
と
き
で
、
ほ
と
ん
ど

の
事
故
が
保
険
金
支
払
い
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

例
え
ば

@
自
転
車
は
も
ち
ろ
ん
チ
ェ
ー
ン

付
の
小
児
用
自
転
車
に
乗
っ
て
乙

ろ
ん
だ
り
、
足
を
り
ン
グ
に
は
さ

ん
で
ケ
ガ
を
し
た
と
き

@
自
動
車
に
乗
り
降
り
の
際
、
ド

ア
で
は
さ
ん
で
ケ
ガ
を
し
た
と
き

の
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
い
て
こ
ろ

ん
で
ケ
ガ
を
し
た
と
き

@
パ
ス
や
汽
車
の
車
内
で
乙
ろ
ん

で
ケ
ガ
を
し
た
と
き

@
バ
イ
ク
を
始
動
中
、
足
を
踏
み

は
ず
し
ケ
ガ
を
し
た
と
き

@
相
手
の
い
な
い
交
通
事
故
(
自

損
行
為
)
例
え
ば
運
転
を
誤
り
溝

に
落
ち
た
り
、
電
柱
に
ぶ
つ
か
り

ケ
ガ
を
し
た
と
き

ヘ
無
作
為
抽
出
で
八
百
人
の
方
に
お
願
い
し
ま
し
た
が
、

J

f
ま
だ
出
し
て
い
な
い
方
は
早
自
に
返
送
し
て
下
さ
い
。
、

①
走
行
中
の
車
が
石
を
は
ね
、
ま

た
積
載
物
が
落
ち
歩
行
者
が
ケ
ガ

を
し
た
と
き

@
道
路
沿
い
の
建
物
内
に
い
て

車
両
が
突
っ
込
み
ケ
ガ
を
し
た

と
きた

だ
し
、
航
空
機
や
船
舶
な
ど

に
よ
る
事
故
は
支
払
い
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
わ
か
ら
な
い
乙
と
は
生

活
環
境
課
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

-R-R-R-R-R-R占

R

ネ
ズ
ミ
講
は
禁
止

巧

妙

な

勧

誘

に

注

意

ネ
ズ
ミ
講
の
被
害
が
全
国
各
地

に
広
が
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
の
悲
劇
を
防
止
す
る

た
め
ネ
ズ
ミ
講
は
法
律
(
無
限
連

鎖
講
の
防
止
に
関
す
る
法
律
)
で

禁
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

〈
本
年
五
月
十
一
日
施
行
)

ネ
ズ
ミ
講
を
聞
く
乙
と
は
も
ち

ろ
ん
、
加
入
・
勧
誘
・
場
所
の
提

し
ま
し
ょ

つ

供
な
ど
も
禁
止
さ
れ
ま
す
。

で
も
油
断
は
禁
物
で
す
。
ネ
ズ

ミ
講
を
絶
誠
さ
せ
る
に
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
一
人
ひ
と
り
の
注
意

が
必
要
な
の
で
す
。

ま
た
、
違
反
し
た
場
合
は
、
厳

し
い
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

ネ
ズ
ミ
講
を
つ
く
っ
た
り
、
運

営
し
た
ら
三
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
で
す
。

長
崎
県
勤
労
者
信
用
基
金
協
会

未

組

織

労

働

者

の

方

ご

利

用

下

さ

加
入
す
る
よ
う
勧
誘
し
た
場
合
は

二
十
万
円
以
下
の
罰
金
で
、
さ
ら

に
、
職
業
的
に
勧
誘
し
た
ら
、
一

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
十
万
円

…
長
崎
県
勤
労
者
信
用
基
金
協

一
会
は
、
県
お
よ
び
市
町
村
と
地

一
元
金
融
機
関
が
一
体
と
な
っ
て

一
未
組
織
労
働
者
の
方
が
住
宅
資

-
金
や
生
活
資
金
を
地
元
金
融
機

一
聞
か
ら
容
易
に
借
り
ら
れ
る
よ

…
う
保
証
業
務
を
行
っ
て
い
る
機

.
関
で
す
。

一
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

-
利
用
資
格
県
内
の
同
一
事
業

』
所
に
二
年
以
上
勤
続
し
て
い

一
る
未
組
織
労
働
者

…
保
証
対
象
資
金
と
限
度
額

一
o

住
宅
取
得
資
金
(
新
築
・
購

一
入
資
金
)
七
百
万
円
ま
で

-

償

還

期

限

U

木
造
は
十
八

-

年

以

内

、

耐

火

構

造

は

…

二

十

五

年

以

内

…
。
住
宅
改
良
資
金
(
増
改
築
・

}
修
繕
な
ど
の
資
金
)
三
百

一
万
円
ま
で
、
十
五
年
以
内

-

o

住
宅
用
地
取
得
資
金
(
土
地

一
購
入
資
金
)
三
百
万
円
ま

r
ι
E
-
... 

以
下
の
罰
金
を
科
せ
ら
れ
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
ど
注
意
い
た
だ
き

泣
き
を
み
な
い
よ
う
心
掛
け
て
下

さ
い
。で

、

十

五

年

以

内

~

。
生
活
資
金
(
医
療
費
、
冠
婚
…

葬
祭
、
そ
の
ほ
か
生
活
に
必
一

要
な
資
金
)
百
万
円
ま
で
一

五

年

以

内

-

申
込
先
十
八
銀
行
、
親
和
銀
↑

行
、
労
働
金
庫
、
長
崎
相
互
川

銀
行
、
九
州
相
互
銀
行
、
西
…

本
相
互
銀
行
の
県
内
の
各
本
一

日

居

・

支

居

-

貸

付

利

率

-

o

住
宅
資
金
各
取
扱
金
融
機
…

聞

の

利

率

に

よ

る

.

。
生
活
資
金
年
利
八
・
四
労
一

※
詳
し
く
は
財
団
法
人
・
長
崎
一

県
勤
労
者
信
用
基
金
協
会
-

(
長
崎
市
江
戸
町
ニ
ー
一
一
二
~

長
崎
県
労
働
部
労
政
福
祉
課
…

内
、
宮
長
崎
@
|
一
一
一
一
一

内
線
二
七
一
四
)
、
各
金
融
一

機
関
ま
た
は
市
商
工
観
光
課
一

へ

一



(8) 

清潔な ¥ 

い町づくりノ
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春の一斉大掃除を実施しよう

家
庭
内
外
の
清
掃
、
周
囲
の
雑

草
の
刈
り
取
り
、
ハ
エ
、
ゴ
キ
ブ

リ
な
ど
衛
生
害
虫
駆
除
を
各
町
内

単
位
で
計
画
を
た
て
、
実
施
で
き

る
適
当
な
日
を
選
ん
で
み
ん
な
で

清
潔
な
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
し

歩
品

1
U
よ
'
つ
内

@
伺
所
、
畜
舎
な
ど
の
清
掃

便
池
や
ゴ
ミ
箱
な
ど
は
、
ハ
エ

の
発
生
源
と
な
り
ま
す
。

乳
剤
散
布
を
十
分
行
い
発
生
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う

畜
舎
に
お
い
て
は
、
乳
剤
を
残守

Q
4
1
 

一
4

軽

自

動

車

税

'

一

一
廃
車
の
手
続
き
は
沿
早
目
に
一

一
い
ら
な
く
な
っ
た
バ
イ
ク
ゃ
な
お
、
三
月
三
十
一
日
ま
で
一

一
軽
自
動
車
、
ま
た
、
他
人
に
転
に
手
続
き
を
し
な
い
と
、
五
十
一

一
売
、

譲

っ
た
り
し
た
人
は
す
ぐ
四
年
度
の
軽
自
動
車
税
が
課
税
一

一
に
廃
車
・
名
儀
変
更
の
手
続
き
さ
れ
ま
す
の
で
ど
注
意
下
さ
い
一

一
を
済
ま
せ

て

下

さ

い

。

一

※ 

留
噴
霧
し
、
堆
肥
な
ど
は
乳
剤
千

倍
液
ぐ
ら
い
で
十
分
下
ま
で
ひ
た

る
よ
う
に
た
っ
ぷ
り
散
布
し
ま
し

ょ
'
つ

@
大
掃
除
後
の
害
虫
駆
除

大
掃
除
後
の
害
虫
駆
除
薬
剤
散

布
は
一
層
効
果
が
あ
り
ま
す
。

駆
除
活
動
を
実
施
さ
れ
る
町
内

は、

害
虫
駆
除
薬
補
助
申
請
書
を

生
活
環
境
課
ま
で
提
出
し
て
下
さ

、。ま
た
煙
霧
駆
除
を
実
施
さ
れ
る

町
内
は
、
機
械
を
貸
し
出
し
ま
す

の
で
早
め
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

@
下
水
溝
の
清
掃
な
ど
に
よ
る
汚

泥
縄
出

町
内
一
斉
大
掃
除
で
下
水
溝
か

ら
出
た
汚
泥
の
処
理
は
、
汚
泥
搬

出
計
画
書
を
生
活
環
境
課
ま
で
提

出
下
さ
い
。

多
額
の
療
養
費
の
支
払
い
に

資

金

を

貸

付

け

ま

す

健
康
保
険
で
は
高
額
療
養
費
支

給
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
乙
れ
は

同
一
の
医
療
機
関
で
一
人
一
カ
月

の
医
療
費
の
自
己
負
担
分
(
保
険

適
要
分
に
限
る
)
を
医
療
機
聞
に

支
払
っ
た
額
が
三
万
九
千
円
を
超

え
た
時
は
、
そ
の
超
え
た
額
は
後

で
健
康
保
険
に
支
給
申
請
を
し
て

受
給
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
(
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
つ

い
て
は
特
別
措
置
が
あ
り
ま
す
)

従
っ
て
三
万
九
千
円
を
超
え
た

額
を
受
給
す
る
に
は
、
自
己
負
担

分
全
額
を
一
応
医
療
機
関
に
支
払

う
乙
と
が
必
要
で
す
。

そ
乙
で
、
一
時
的
に
多
額
の
医

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

療
費
の
支
払
い
が
困
難
な
人
に
一

定
の
条
件
で
貸
付
け
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
世
帯
の
生
活
の
安
定

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

お
気
軽
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

貸
付
対
象
者

。
社
会
保
険
各
法
に
よ
る
健
康
保

険
加
入
者
の
属
す
る
世
帯
王

。
所
得
税
の
非
課
税
世
帯

。
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
行
為
に

よ
る
傷
病
は
除
く

貸
付
金
額
・
利
子
自
己
負
担
分

全
額
の
う
ち
三
万
九
千
円
を
超

え
る
額
の
九
O
M
m以
内
で
無
利

子
(
償
還
期
限
後
は
日
歩
三
銭
)

償
還
期
限
健
康
保
険
か
ら
高
額

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

療
養
費
の
支
給
を
受
け
た
日
か

ら
三
日
以
内

申
請
先
大
村
市
社
会
福
祉
協
議

会
(
西
三
城
町
、
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
、
富
@
ー
一
三
六
五
)

※
詳
し
く
は
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
局
窓
口
へ

気
象
ひ
と
く
ち
メ
モ

膿

(

お

ぼ

ろ

〉

月

秋

の

月

は

さ

や

け

き

を

め

で

見

わ

た

す

山

の

端

山

~
春
の
月
は
お
ぼ
ろ
な
る
を
め
づ

霞
ふ
か

し

内

山
:
:
:
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
も
の
春
風
そ
よ
ふ
く
空
を
見
れ
ば
山

山
で
、

澄
み
き

っ
た
冷
た
い
秋
と
タ
月
か
か
り
て

山
く
ら
べ
て
、

春
の

月

は

あ

た

た

に

お

ひ

淡

し

v

v

か
い
感
じ

が

し

ま

す

。

わ

V

里
囲
の
火
影
も
森
の
色
も

瀧
と
い
う
の
は
、
震
の
夜
の

H

い
現
象
で、

春
は
大
気
中
に
水
分
田
中
の
小
路
を

た
ど
る
人
も
川

〈
が
多
い
の
で
、
離
れ
て
み
る
と
か
わ
ず

~
物
の
姿
が
ぼ
お
っ
と
か
す
ん
で
蛙
の
な
く
ね
も

か
ね
の
音
も
~

・
一
見
え
る
あ
れ
で
す
。

h

-春
宵

一
刻
値
千
金
」
と
い
さ
な
が
ら
霞
め
る
臨
月
夜

V

う
古
い
詩
句
が
あ

り

ま

す

が

~

川
春
の
夜
を
お
金
に
換
算
す
れ
ば

h
E
E
F
h弘

!

・

川
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
と
い
え
ま

h
問
幅
週
臨

P
M阻
号

-
明
湖
底
酬
帆

saeby

し
よ
う
。

eU
凶
罰
則

'"1
・'pa

何
獄
脳
樋
ゐ

4・

『
臨
月
夜
』

da--‘d
〓

山

4

・F
H

V

菜
の
花
畠
に

入
日
薄
れ

V

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

下
水
道

東農家の花嫁さんこんにちは

街
の
顔
で
す

農業後継者父母の会が歓迎会

農業後継者花嫁歓迎会が 3月10日、大村市農協会館
でありました。この会は、大村市農業後継者父母の会
(朝長武会長)が催したも ので、乙の一年間lζ結ばれ
た夫婦 6組を招き、記念品と記念樹を贈りました。 座
談会では、 農家の嫁として、また姑としてのザックパ
ラン な会話が交わされ有意義な一日でした。

心
で
す

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

正しい選挙を

「明るい、正しい選挙を一一一一」と3月10日、 市
民会館で推進大会が行われま した。乙の大会は、大村
市明るい選挙推進協議会と市選挙管理委員会が催した
もので、大会のあと、 参加者全員で市中ノマレードを行
い、風船などを配って、 道行く人に呼びかけていま し
fこ。

明るい、

推進大会と市中パレード

南北

家族組など580人が参加

オリエンテーリング大会

県教委、市教委の主催によるオ リエ ンテーリ ング大
会が 3月4日、忠霊塔を中心とする特設コースで聞か
れ、小 ・中学生や家族組など 580人が参加しま した。
地図を見ながら各コースのポスト を捜してまわりま

したが、乙の日はお天気も良く 、楽しい春の一日を過
ごしましfこ。

中卒就職者を激励

54人が社会人として巣立つ

3月2日、 社会に巣立つ中卒者の激励大会が福祉セ
ジターで行われま した。 中学を卒業して就職を希望す
る生徒は年々減っており、今年は 4つの中学校で54人
です。 I社会の役に立つ人聞に」と誓いを新たにして
いま しTこ。西
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注
射
と
検
診

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す
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お
子
さ
ん

の
こ
と
や
、
妊
娠
ま

た
は
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談
が

あ
る
人
、
血
圧
が
気
に
な
る
人
な

ど
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

場

所

市

役
所
健
康
相
談
室

4月の健康相談日程

日
内 ~ ヨ・

9:00.......11:00 13:00.......16:00 
2 妊婦 相 談 一 般 健 康 相 談

4 乳幼児相談 妊婦教室(第1回〉

11 -------妊婦教室(第2回〉

18 乳 幼 児 相 談 妊婦教室(第3回)

25 

.--------一ー
妊婦教室(第4回)

※
乳
幼
児
相
談
は
、
主
に
一

歳
す

ぎ
の
お
子
さ
ん
の
し
つ
け
や
発

育
面
な
ど
の
相
談
に
ど
利
用
下

E
F

、。
J
W
C
P
V
 

日!診療科目! 医院名 !所在地 |電話|

!内 ;17医司武1内・ 外 医 宮1小丁路目 5-8427 

11、児科|田川吋一一側
8耳鼻咽喉科海 江田 医院武部郷 2-3329

科|与那城寸回新円
科松尾 外 東本町 2-3331

|内 科|松品見「2M12
22整形外科牟 古2丁町目 2-4501 

l内 才尾 医: 関1;:20日29 産 婦人 後藤産婦人 6015 

|内 需井医ヤサ:662
30 整形外 松整形外科東本町 4808 

4月の日曜・祭日当番医

コ」
み
』

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

園

3
歳
児
検
診

対
象
昭
和
五
十
年
九
月
生
ま
れ

の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
五
十

年
三
月

I
八
月
生
ま
れ
マ
、
ま

だ
検
診
を
受
け
て
い
な
い
幼
児

も
受
診
し
て
下
さ
い

日
時
三
月
二
十
二
日

午

前

九

時

t
十
時
、

千
後

一
時

t
二
時

受
付

場
所
市
役
所
第

一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

-
急
性
灰
白
髄
炎

(
小
児
マ
ヒ
〉

生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

該

当

者

生
後
六
カ
月
以
上
で
初

回
投
与
を
・
つ
け
て
な
い
乳
幼
児

及
び
二
回
目
の
投
与
が
す
ん
で

い
な
い
乳
幼
児

料
金

無
料
で
す
が
、
昭
和
五
十

三
年
度
の
市
民
税
額
を
お
た
ず

ね
し
ま
す

の
で
、
必

ず
調
べ
て

き
て
下
さ

受
け
ら
れ
な

午前 9時~午後 6時診療時間

い
人

。
発
熱
や
下

痢
を
伴
う

急
性
疾
患
の
乳
幼
児

。
重
症
結
核
・
心
臓
血
管
系
疾
患

病
後
衰
弱
・
栄
養
障
害
の
乳
幼

児
。
種
痘
及
び
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
後

一
カ
月
を
経
過
し
て
い
な

い
乳
幼
児

※
な
お
、

当
日
は
母
子
健
康
手
帳

を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

募

集

圃

市

職

員

職
種

管
理
栄
養
士

受
験
資
格

栄
養
士
法
に
よ
る
厚

生
大
臣
の
登
録
証
を
有
す
る
人

(
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
)

で
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人

採
用
条
件

市
内
に
居
住
ま
た
は

採
用
後
居
住
で
き
る
人

申
込
期
間
三
月
二
十
日

t
四
月

生ワク投与日程

場 所 |月 日

市 役 所 Jイ萱瀬出 張所

諏訪公民館

三浦出張所 χ 
鈴田幼稚園

〆福重 出張所

Jイ松原出張所

五
日
ま
で

第
一
次
試
験
四
月
十
日

※
詳
し
く
は
市
人
事
課
へ

-
長
崎
県
育
英
会

奨
学
生
八
大
学
)

資
格
長
崎
県
に
本
籍
を
有
し、

現
在
県
内
に
一
年
以
上
居
住
し

ま
た
は
他
県
に
本
籍
を
有
し
、

現
在
県
内
に
五
年
以
上
居
住
し

て
い
る
人
の
子
却
で
、
県
内
の

高
等
学
校
を
卒
業
し
大
学
に
在

学
す
る
学
生
で
経
済
的
理
由
に

よ
り
就
学
困
難
な
人
(
大
学
院

.
短
大
を
除
く
)

募
集
期
間

五
月
十
日
ま
で

申
込
先

市
教
育
委
員
会
庶
務
課

※
願
書
、
そ
の
他
必
要
書
類
や
詳

し
い
乙
と
は
市
教
育
委
員
会
庶

務
課
へ

田
春
休
み

学
童
保
育
所
を
開
設

午後 2時.......3時まで

共
働
き
、
父
子
、
母
子
家
庭
の

カ
ギ
ッ
子
の
小
学
校
低
学
年
生
を

対
象
に
春
休
み
学
童
保
育
所
を
開

設
し
ま
す
。

み
ん
な
と
楽
し
く
遊
ん
だ
り
、

時間

朝
は
勉
強
時
間
も
あ
り
ま
す
。

期
間
三
月
二
十
六
日

t
四
月
五

日
(
日
曜
日
は
休
み
)

午
前
八
時

t
午
後
五
時
三
十
分

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

場
所
三
域
小
学
校

(木
造
旧
校

舎
)

指
導
員

二

人

受
付
三
月
十
九
日

t
二
十
二
日

ま
で
に
事
務
局
(
今
吉
さ
ん
)
へ

雷
②
!
六
六
七
八
(
夜
)

※
お
問
い
合
せ
は
大
村
晶
子
童
保
育

父
母
の
会
の
久
留
須
さ
ん
雷
③

i
七
二
八
五
(
夜
)
へ

-
身
障
者
授
産
施
設

「
三
彩
の
里
」
入
所
者

自
ら
の
力
で
身
体
に
障
害
が
あ

る
後
議
の
指
導
育
成
を
図
る
べ
き

核
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
と

す
る
「
三
彩
の
里
」
は
、
身
体
に

ハ
ン
デ
ィ
ー
が
あ

っ
て
も
、
人
間

と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
持
っ
て
い

る
す
ば
ら
し
い
可
能
性
を
引
き
出

し
残
さ
れ
た
才
能
を
基
に
、
人
生

へ
の
灯
を
と
も
す
施
設
で
す
。

対
象

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

手
続

福
祉
事
務
所
ま
た
は
直
接

「三
彩
の
里
」
へ

見
学
い
つ
で
も
け
っ
乙
う
で
す

連
絡
先

身
体
障
害
者
授
産
施
設

「三
彩
の
里
」
(
原
紙
原
の
辻

八
O
二
|

て

雷
⑤
|
八
八
三



※
市
政
だ
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
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ス
ポ

ツ

-
卓
球
教
室

勤
労
青
少
年
ホ
l

ム
で
は
、
長

崎
婦
人
少
年
室
、
長
崎
県
の
共
催

で
卓
球
教
室
を
開
設
レ
ま
す
。

ふ
る
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
三
月
二
十
六
日

午
後
六
時

t
九
時
ま
で

場
所
勤
労
青
少
年
ホ
!
ム

対
象
者
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
勤
労
青
少
年
で
、

特
に
初
心
者
を
歓
迎
し
ま
す

内

容

卓

球
の
基
本
的
ル

l
ル
か

ら
実
技
指
導

受
講
料
無
料

講
師
小
園
江
慶
こ
さ
ん
(
日
本

おおむら市政だより

一
交
通
事
故
相
談

(
毎
月
第
四
火
曜
日
〉

一
日
時
三
月
二
十
七
日

-

前

十

時

t
午
後
三
時

-
厚
生
・
国
民
年
金
相
談

卓
球
協
会
公
認
コ
1
チ
)

定

員

三

十

人

(
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
切
り
ま
す
)

そ
の
他
ラ
ケ
ッ
ト
、

筆
記
用
具

及
び
室
内
用
運
動
靴
を
持
参
し

卓
球
の
し
や
す
い
服
装
で

-
小
学
生
車
球
教
室

対

象

小

学
五

・
六
年
生

期

間

四

月

t
六
月

場
所
市
民
体
育
館

練
習
日
毎
週
土
曜
日
(
午
後
二

時

t
四
時
)

参

加

料

無
料

指
導
大
村
市
卓
球
協
会
員

申
込
期
間
三
月
三
十

一
日
ま
で

申
込
方
法
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏

名、

学
校
、
学
年
、
電
話
番
号

を
書
い
て
申
込
む
こ
と

午

午
一

(毎
月
第
一

木
曜
日
)

一

日
時
四
月
五
日

午
前
九

時
三
十
分

t
午
後
三

時

一

|相談|

4
.

，A 
H
U
 

(
毎
月
第
四
水
曜
日
)

相
談
下
さ
い

日
時

三
月
二
十
八
日

前
十
時

l
午
後
三
時

人
権

(身
の
上
)
相
談

ヘ
無
作
為
抽
出
で
八
百
人
の
方
に
お
願
い
し
ま
し
た
が
、

J

/
ま
だ
出
し
て
い
な
い
方
は
早
自
に
返
送
し
て
下
さ
い
。
、

ヘー‘
t
‘t
、t
‘t
、t
‘t
、t
‘t
‘t
‘t
‘目
、t
‘t
‘.. ‘t
‘t
‘l
‘l
・t
・-‘
l
‘i
、」

一

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

協

会

だ

よ

り

一

一

チ

l
ム
登
録
は

4
月

刊

固

ま

で

に

一

一
昭
和
五
十
四
年
度
に
大

村

市

社

に

あ

り

ま

す

。

一

一
ソ
フ
卜
ボ

i
ル
協
会
へ
登
録
す
※
詳
し
く
は
田
原
澄
夫
さ
ん
へ

一

一
る
チ
i
ム
は
四
月
十

日

ま

で

に

(
閣
)雷
②
l
一三一二三一==三一=三一三ご.
内
線

一

一
お
申
込
み
下
さ
い
。

九
八

(
勤
務
先

)

一

一

登
録
用
紙
は
大
村
ス
ポ
ー
ツ

(

依

)富
③

l
O
二
六

O
(自
宅
)

一

申
込
先
・
問
い
合
せ
先

大
村
市
卓
球
協
会

(坂
口
町
四

四
八
|
ニ
、

浅
田
謙
介
宅
、
富

③
i
七
九
七
三
)

※
参
加
を
申
込
ん
だ
人
は、

四
月

七
日

(
土
)
の
午
後
二
時
に
市

民
体
育
館
に
ど
集
合
下
さ
い
。

-

野

球

教

室

対

象

小

学
生
(
新
年
度
四
年
生

以
上
)

期
間
三
月
二
十
六
日

1
三
月
三

十

一
日
(
午
前
九
時
l
午
後

O

時
三
十
分
)

場
所
市
営
球
場
ほ
か

持
っ
て
く
る
も
の

グ
ロ
ー
ブ

参
加
料

無
料

指
導
者
大
村
市
野
球
協
会
会
員

(中
村
正
敏
さ
ん
、

亀
野
季
男

さ
ん
ほ
か
)

申
込
先

体
育
課

-M年
度
補
助
グ
ラ
ン

ド
ナ
イ
タ
ー
使
用

@
チ
l
ム
萱
録
が
必
要
で
す

登
録
内
容

責
任
者
、

保
証
人
二

人
、
チ
l
ム
名
簿

様
式
は
体
育
課

へ

@
使
用
申
込
受
付

期
付
時

一
使

用

期

間

一

王
1
一当
月
の
十
六
日

t
月

一

E
E
一末

一

同
月
日
一

・
土
、

目
、
祝
日
は
翌
日

(
平
常

日
)
と
す
る

-
体
育
課
で
、
午
後
二
時
受
付
締

切
-
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
成
績

二
月
十
八
日
、
市
民
体
育
館
で

大
村
市
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
主

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔五
年
男
子
の
部
〕

①
福
重
小
ク

ラ
ブ
②
大
村
小
ク
ラ
ブ

〔
六
年
男
子
の
部
〕

の
松
原
小
A

ク
ラ
ブ
②
福
重
小
ク
ラ
ブ

さ禽 |を
く禽 |回

ら禽
竺ミF

一ア

健
康
の
保
持
、
増
進
を
目
的
に

定
る
こ
と
を
楽
し
も
う
と
思
う
人

を
対
象
と
じ
た
競
技
会
で
す
。

経
験
者
、
初
心
者
、
老
若
男
女

を
問
わ
ず
、
自
分
の
体
力
に
応
じ

た
種
目
を
選
び
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で

完
走
し
て
下
さ
い
。

日

時

四

月
十
五
日
(
日
)

大
村
園
芸
高
校
集
合

受
付

九

時
か
ら

開
会
式

十
時
か
ら

コ
i
ス

大

村

公
園
を
中
心
と
す

る
久
原
、
木
場
方
面
の
予
定

種
目

.
二
キ
ロ

-
三
キ
ロ

-
五
キ
ロ

小
学
五

・
六
年
男
女

中
学

・
高
校
女
子

中
学
男
子
、
一

般
男

女

(
五
十
歳
以
上
)

高
校
男
子
、
一

般
男

〔
五
年
女
子
の
部
〕

①
西
大
村
小

A
ク
ラ
ブ
②
大
村
小
ク
ラ
ブ

〔
六
年
女
子
の
部
〕

①
西
大
村
小

A
ク
ラ
ブ
②
西
大
村
小
B
ク
ラ

フ

ソ

ン
大
会

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い

女

(
四
十
蔵
以
上
)

一
般
男
子

(三
十
九

歳
以
下
)

※
た
だ
し、

一
般
男
女
は
規
定
の

種
目
よ
り
長
距
離
を
申
込
ん
で

も
よ
い

参
加
資
格

市
民

申
込
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
所

定
の
申
込
用
紙
に
返
信
用
封
笥

(住
所
・

氏
名
を
記
入
)
と
五

十
円
切
手
を
添
え
て
申
込
む
こ

ん」
-
十
キ

ロ

申

込

先

市
教
育
委
員
会
体
育
課

主
催

市
教
育
委
員
会

主

管

大

村
市
陸
上
競
技
協
会

大
村
走
ろ
う
会

後
援

西
日
本
新
聞
社

※
完
走
者
に
は
完
走
記
録
証
を
贈

り
ま
す
。



(12) 

の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

講

習

楽
し
い
魅
力
的

な
ホ
l
ム
講
座
で

す
。
ふ
る
っ

て
参

加
し
ま
し
ょ
う。

対
象

市
内
に
居

住
ま
た
は
勤
務

ぷ』
~ 

りおお む

-
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

教

養

講

座

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
四

月
か
ら
始
ま
る
ホ

l
ム
教
養
講
座

市政だより昭和54年 3月15日
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六
時

t
八
時
三
十
分
ま
で
の
間

受
講
料

無
料

(
材
料
費
は
本
人

負
担
)

申
込

三
月
三
十

一
日
ま
で
に
所

定
の
用
紙
で
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
(
愈
③
i
一
三
五
三
)
へ

し
て
い
る

勤
労
青
少

年

四
月

期
間l

九
月
ま

で
の
ムハカ

月
間

時
間

午
後

7.k 書道 ・ぺン習字

-
初
級
ギ
タ

i
講
座

大
村
ギ
タ
l
合
奏
団
で
は
、
初

心
者
を
対
象
に
ク
ラ
シ

ッ
ク
ギ
タ

ー
の
基
礎
講
座
を
聞
き
ま
す
。

期
間

四
月
十
三
日

t
六
月
二
十

九
日

(毎
週
金
曜
日
、
午
後
六

時

t
七
時
)

場

所

中

央
公
民
館

定
員

三
十
人

受

講

料

二
千
円

(
月
額
)

申
込
先

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

年
齢
を
書
い
て
中
島
治
之
さ
ん

(
玖
島
郷
三
三
八
l
二
四
)
へ

も

よ

お

し

-
ユ
ン
ク
・
グ
ル
ッ
ベ

第

5
回
演
湊
会

ゃ

3

-

-

マ
佐
世
保
花
王
製
品
販
売
株
式

一

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

カ

と

う

こ

さ

い

ま

し

た

会
社

(
佐
世
保
市
)
シ
ヤ

ジ
プ

一

-
十
二
本
、
粉
石
鹸
二
箱
、
石

一

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

一
般
寄
付

敬
称
略

鹸
八
十
個

マ
長
崎
星
美
幼
稚

一

一

一
香

典

返

し

一
敬
称
略

マ
葉
山
政
雄

(桜
馬
場
二
丁
目

園

(水
主
町
)
音
楽
会
招
待
と

一

市
立
図
書
館
へ

菓
子
五
十
袋

マ
玉
扇
会

(
長

一

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

-

亡
養
母
テ
ル
子
)一
一一
万
円
を

マ
井
手
洋

(西
三
城
町
)
ほ

か

崎

市

・
宮
崎
秀
門
会
長
)
舞
踊

一

一

マ
松
山原
輿

(久
原
郷

・
亡
妻
ツ

大

村

市
身
体
障
害
者
団
体
連
合

八

人

三

万

円
相
当
の
図
書

マ
田
中
時
雄
(富
ノ
原
一
丁
目
)
一

一

ヤ
子
)
五
万
円

会

へ

清

和
園
へ

八
ミ
リ
映
写
会
と
石
鹸
五
十
個

一

三
月
二
十
四
日
(
土

)

午
後
六
時
三
十
分
間
演

場
所

市
民
会
館

内
容

ピ
ア
ノ
・
声
楽
演
奏

入
場
料

五
百
円

主
催

ユ
ン

ク
・
グ
ル
ッ

ペ

連
絡
先

田
中
邦
子
さ
ん

雷
③
|
七
五
二
三

日
時

-
山
口

ギ
タ
l
・
リ
サ
イ
タ
ル

修

四
月
七
白

(土
)

午
後
六
時
三
十
分
間
演

市
民
会
館

山
口
修
さ
ん

(
ギ
タ
l
)

友
永
和
恵
さ
ん
(
ピ

ア
ノ
〉

入
場
料

一
般

千
円

(
当
日
千
二
百
円
)

学
生

五

百
円

(
当
日

六
百
円
)

主
催

大
村
ギ
タ
l
合
奏
団

後
援

長
崎
ギ
タ
l
音
楽
院

市
音
楽
団
体
協
議
会
ほ
か

連
絡
先

中
島
治
之
さ
ん

電
③
|
九
三
六
三

日
時

出場
演所

そ

の

他

-
長
崎
県
の
産
業
別
の

最
低
賃
金
が
改
正

長
崎
県
の
最
低
賃
金
が
次
の
と

お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
主
は
、
次
の

最
低
賃
金
額
未
満
で
は
労
働
者
を

使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ど
注
意
下
さ
い
。

な
お
、
こ
の
額
は
二
月
十
九
日

か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
カ
ッ
コ
内
は
軽
易
な
作
業
の
場

合
の
額
で
す
。

〔食
料
品
製
造
業
〕

日

額

二

千
四
百
二
十
五
円

(
二
千
三
百
五
円
)

時
間
給

三

百

四
円

(
二
百
八
十
九
円
)

〔機
械
・
金
属
製
品
等
製
造
業
〕

日
額

二

千

五
百
十
円

(
二
千
二
百
六
十
円
)

時
間
給

三
百
十
四
円

(
ニ
百
八
十
三
円
)

〔
自
動
車
整
備
業〕

日
額

二

千
五
百
四
十
円

(
二
千
三
百
三
十
二
円
)

時
間
給

三
百
十
八
円

(
二
百
九
十
二
円
)

〔卸
売
業

・
小
売
菜〕

日
額

二
千
四
百
八
十
円

(二
千
三
百
五
十
三
円
)

時
間
給

三
百
十
円

(
二
百
九
十
五
円
)

※
詳
し
く
は
長
崎
労
働
基
準
局
へ

(長
崎
市
岩
川
町

一
六
l
一
六

合
同
庁
舎
内
、
電
長
崎
@
l
六

三
四
三
)
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